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 4 事例紹介                                      

名古屋コーチン担当者会議 

今年はモバイルスタンプラリーで 

小牧発祥!名古屋コーチンを“買う&食べる”を応援‼ 

 

 主な活動 

「ブランド地鶏として名高い名古屋コーチンは、小牧市で生まれたものだった。」という事

実が注目されるようになって以降、小牧商工会議所を中心に(一社)小牧市観光協会と小牧市

の三者にて、地域の食文化として名古屋コーチンが継承されるよう、様々な普及啓蒙活動を

行ってきました。 

近年では、観光振興基本計画においても重要な特産品(観光資源)として位置づけ、市内事

業者の名古屋コーチン関連商品開発支援から、開発された関連商品が市内で“買える･食べら

れる”環境づくりへ活動を進め、それが、地域経済の活性化に繋がることを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋コーチン担当者会議 

普及啓蒙活動から、消費を起こす活動へ移行す

るには、より事業者や消費者の目線に立つことが

必要です。 

そのため、小牧商工会議所・(一社)小牧市観光

協会・小牧市では、実務に携わる担当者で会議を

構成し、現場の目線から「実際に買って食べても

らうための活動」に取り組んでいます。 

今年度は、この担当者会議で打ち合わせを重ね、

スタンプラリー(P28参照)を実施しました。 

小牧市と名古屋コーチン 

名古屋コーチンは、明治時代に元尾張藩士の海部兄弟が小牧の池之内で誕生させました。 

兄弟は明治維新の時代の変遷の中で、時に鶏が病で全滅する目に合いながらも、諦める

ことなく何度も改良に挑み、現代でも全国に名を馳せるほどの品種を作り上げました。 

それは、本市の誇るべき歴史であり、そのチャレンジする気持ちとともに、今の「夢・

チャレンジ始まりの地小牧」に引き継いでいくべき史実といえるのではないでしょうか。 

 

市民の方だけでなく、市外の方にも、

「小牧に来たからには、名古屋コーチン

を買って食べなくては！」と思って頂け

るよう頑張ります。 

名古屋コーチン担当者会議のみなさん 


